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─
旧
制
彦
根
高
商
の
建
築
遺
産
─

　

木
方　

十
根

　

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
こ
の
度
は
滋
賀
大
学
講
堂
の
改
修
工
事
の
竣
工
、
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
私
は
鹿
児
島
大
学
建
築
学
科
の
木
方
十
根
と
申
し
ま
す
。
今
、

後
ろ
に
映
っ
て
い
る
の
は
、
鹿
児
島
大
学
工
学
部
稲
盛
会
館
と
い
う
講
堂
で
す
。
本

学
部
出
身
の
稲
盛
和
夫
氏
の
寄
付
に
よ
り
、
平
成
六
年
に
建
て
ら
れ
た
建
物
で
す
。

設
計
は
著
名
な
建
築
家
で
あ
る
安
藤
忠
雄
氏
に
よ
る
も
の
で
、
卵
形
の
ホ
ー
ル
が
特

徴
の
斬
新
な
デ
ザ
イ
ン
で
す
。

　

稲
盛
会
館
は
通
常
の
講
演
の
ほ
か
、
こ
の
よ
う
に
学
生
表
彰
な
ど
と
い
っ
た
、
学

生
の
晴
れ
の
舞
台
と
し
て
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
「
講
堂
」
は
、
学
生
生

活
を
彩
る
非
常
に
重
要
な
施
設
な
の
で
す
。
で
す
か
ら
、
多
く
の
大
学
で
、
後
に
名

建
築
と
し
て
伝
え
ら
れ
る
よ
う
な
建
物
が
建
て
ら
れ
、
時
代
を
経
て
歴
史
的
建
築
と

し
て
大
切
に
さ
れ
て
い
く
の
で
す
。

　　

つ
ま
り
、
講
堂
と
は
「
大
学
の
顔
」
な
の
で
す
ね
。
滋
賀
大
学
を
尋
ね
る
人
々
を

迎
え
入
れ
る
位
置
に
建
つ
講
堂
が
、
こ
の
た
び
改
修
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
通
り
、

こ
の
先
も
変
わ
ら
ず
存
在
し
続
け
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
は
、
大
学
の
歴
史
、
そ
の

存
在
意
義
を
目
で
み
て
分
か
る
形
で
伝
え
る
と
い
う
点
で
と
て
も
意
義
深
い
こ
と
で

あ
る
と
と
も
に
、
滋
賀
大
学
の
同
窓
生
の
皆
様
に
共
有
さ
れ
て
き
た
思
い
出
の
風
景

を
、
こ
れ
か
ら
の
卒
業
生
の
方
々
も
継
承
し
て
い
く
の
だ
、
と
い
う
点
で
、
と
て
も

大
き
な
意
味
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

本
日
は
、
こ
れ
か
ら
全
国
の
歴
史
的
な
「
講
堂
」
を
紹
介
し
な
が
ら
、
我
が
国
の

高
等
教
育
の
拡
充
や
都
市
の
再
編
と
い
っ
た
情
勢
の
な
か
で
、滋
賀
大
学
の
講
堂
が
、

歴
史
的
建
築
と
し
て
ど
の
よ
う
な
位
置
付
け
に
あ
り
、
そ
の
建
築
の
特
徴
や
魅
力
が

ど
う
い
っ
た
点
に
見
出
さ
れ
る
の
か
、
を
考
え
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

＊　

＊　

＊

　

表
１
は
、
日
本
国
内
で
、
こ
れ
ま
で
に
歴
史
的
建
築
と
し
て
知
ら
れ
て
き
た
、
大

学
の
講
堂
の
一
覧
表
で
す
。
昭
和
後
期
に
は
、
五
十
四
件
の
歴
史
的
な
講
堂
が
存
在

し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
現
在
で
は
、
そ
の
う
ち
十
六
件
（
表
中
の
網
掛
部
分
）
が

す
で
に
取
り
壊
さ
れ
て
し
ま
い
、
三
十
八
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。
滋
賀
大
学
講
堂
は

そ
う
し
た
貴
重
な
講
堂
の
一
つ
、
な
の
で
す
。

　　

我
が
国
の
高
等
教
育
制
度
の
歴
史
と
社
会
の
情
勢
を
踏
ま
え
て
、
キ
ャ
ン
パ
ス
形

成
の
歴
史
の
年
代
区
分
を
設
定
す
る
と
、
こ
の
よ
う
に
な
り
ま
す（
１
）（
表
２
）。
今
に

残
る
講
堂
を
考
え
る
う
え
で
は
、

　
① �
第
Ⅲ
期
ま
で
、
す
な
わ
ち
「
大
学
令
」
と
い
う
法
律
で
大
学
の
増
設
が
進
め
ら

れ
る
以
前

② �

主
に
第
Ⅳ
期
、
す
な
わ
ち
「
大
学
令
」
お
よ
び
当
時
の
高
等
教
育
拡
張
政
策
の

も
と
で
様
々
な
学
校
の
整
備
が
進
ん
だ
時
代

③ �

そ
し
て
第
Ⅵ
期
、戦
後
の
新
制
大
学
と
し
て
キ
ャ
ン
パ
ス
の
整
備
が
進
ん
だ
時
代

高
等
教
育
の
拡
充
と
都
市
の
再
編　

一



年
代

区
分

N
o.

現
存

現
大

学
名

建
設

時
学

校
名

建
物

名
所

在
地

建
設

年
代

構
造

種
別

設
計

者
施

工
者

文
化

財
指

定
等

Ⅱ
1

有
京

都
大

学
京

都
帝

国
大

学
京

都
大

学
医

学
部

解
剖

学
教

室
講

堂
京

都
府

京
都

市
左

京
区

明
治

35年
1902

木
造

文
部

省（
山

本
治

兵
衛

）
2

無
京

都
大

学
京

都
帝

国
大

学
（

京
都

大
学

医
学

部
生

理
学

教
室

講
堂

及
研

究
室

)
京

都
府

京
都

市
左

京
区

明
治

35年
1902

木
造

文
部

省（
山

本
治

兵
衛

）

Ⅲ

3
有

日
本

女
子

大
学

日
本

女
子

大
学

校（
専

）
成

瀬
記

念
講

堂
東

京
都

文
京

区
明

治
39年

1906
木

造
田

辺
淳

吉
清

水
組

市
区

町
村

指
定

文
化

財
4

有
奈

良
女

子
大

学
奈

良
女

子
高

等
師

範
学

校
記

念
館

奈
良

県
奈

良
市

明
治

42年
1909

木
造

文
部

省（
山

本
治

兵
衛

）
重

要
文

化
財

5
有

北
海

道
大

学
東

北
帝

国
大

学
農

科
大

学
古

河
講

堂
北

海
道

札
幌

市
北

区
明

治
42年

1909
木

造
文

部
省（

新
山

平
四

郎
）

新
開

新
太

郎
国

登
録

文
化

財
6

無
鹿

児
島

大
学

鹿
児

島
高

等
農

林
学

校
（

農
学

部
講

堂
）

鹿
児

島
県

鹿
児

島
市

明
治

44年
1911

木
造

7
無

山
形

大
学

米
沢

高
等

工
業

学
校

（
工

学
部

講
堂

）
山

形
県

米
沢

市
明

治
44年

1911
木

造
8

無
京

都
大

学
京

都
帝

国
大

学
（

医
学

部
法

医
学

教
室

講
堂

）
京

都
府

京
都

市
左

京
区

大
正

3年
1914

木
造

文
部

省（
山

本
治

兵
衛

）
9

無
千

葉
大

学
千

葉
高

等
園

芸
学

校
(園

芸
学

部
講

堂
）

千
葉

県
松

戸
市

大
正

3年
1914

木
造

10
有

群
馬

大
学

桐
生

高
等

工
業

学
校

工
学

部
同

窓
記

念
会

館
群

馬
県

桐
生

市
大

正
5年

1916
木

造
文

部
省

 (新
山

平
四

郎
)

国
登

録
文

化
財

11
無

尚
絅

学
院

大
学

尚
絅

女
学

院
（

尚
絅

女
学

院
講

堂
）

宮
城

県
仙

台
市

青
葉

区
大

正
6年

1917
木

造
フ

ー
ド

(米
人

)

Ⅳ

12
無

京
都

大
学

京
都

帝
国

大
学

(教
養

部
新

徳
館

）
京

都
府

京
都

市
左

京
区

大
正

7年
1918

木
造

武
田

五
一

13
有

日
本

大
学

日
本

大
学（

専
）

（
大

講
堂

）
東

京
都

墨
田

区
大

正
8年

1919
鉄

骨
造

辰
野

葛
西

建
築

事
務

所
武

林
工

務
店

14
有

国
士

舘
大

学
国

士
舘

大
講

堂
東

京
都

世
田

谷
区

大
正

8年
1919

木
造

国
登

録
文

化
財

15
有

西
南

学
院

大
学

西
南

学
院

高
等

部（
専

）
西

南
学

院
大

学
博

物
館（

ド
ー

ジ
ャ

ー
記

念
館

）
福

岡
県

福
岡

市
早

良
区

大
正

10年
1921

煉
瓦

造
ヴ

ォ
ー

リ
ズ

辻
組

市
区

町
村

指
定

文
化

財
都

道
府

県
指

定
文

化
財

16
無

福
島

大
学

福
島

高
等

商
業

学
校

（
経

済
学

部
講

堂
）

福
島

県
福

島
市

森
合

町
大

正
11年

1922
木

造
文

部
省

17
無

山
口

大
学

山
口

高
等

商
業

学
校

（
経

済
学

部
講

堂
）

山
口

県
山

口
市

大
正

12年
1923

木
造

18
有

宇
都

宮
宇

都
宮

高
等

農
林

学
校

大
学

講
堂

栃
木

県
宇

都
宮

市
大

正
13年

1924
木

造
吉

田
静

(文
部

技
手

)
馬

上
組

19
有

滋
賀

大
学

彦
根

高
等

商
業

学
校

経
済

学
部

講
堂

滋
賀

県
彦

根
市

大
正

13年
1924

木
造

文
部

省
20

有
東

京
工

業
大

学
東

京
工

業
大

学
旧

講
堂

？
東

京
都

大
田

区
大

正
13年

1924
鉄

骨
造

21
無

岐
阜

大
学

岐
阜

高
等

農
林

学
校

？
(講

堂
)

岐
阜

県
各

務
原

市
大

正
14年

1925
木

造
22

有
東

京
大

学
東

京
帝

国
大

学
大

講
堂（

安
田

講
堂

）
東

京
都

文
京

区
大

正
14年

1925
RC造

内
田

祥
三

、岸
田

日
出

刀
清

水
組

国
登

録
文

化
財

23
有

姫
路

工
業

大
学

姫
路

高
等

学
校

講
堂

兵
庫

県
姫

路
市

大
正

15年
1926

木
造

文
部

省
国

登
録

文
化

財
24

無
熊

本
大

学
第

五
高

等
学

校
(中

央
講

堂
）

熊
本

県
熊

本
市

中
央

区
昭

和
2年

1927
木

造
文

部
省

25
無

富
山

大
学

高
岡

高
等

商
業

学
校

(工
学

部
講

堂
）

富
山

県
高

岡
市

昭
和

2年
1927

木
造

26
有

早
稲

田
大

学
早

稲
田

大
学

大
隈

記
念

講
堂

東
京

都
新

宿
区

昭
和

2年
1927

SRC造
佐

藤
功

一
　

佐
藤

武
夫

戸
田

組
重

要
文

化
財

都
選

定
歴

史
的

建
造

物
27

有
一

橋
大

学
東

京
商

科
大

学
兼

松
講

堂
東

京
都

国
立

市
昭

和
2年

1927
RC造

伊
東

忠
太

竹
中

工
務

店
国

登
録

文
化

財
28

有
武

蔵
大

学
武

蔵
高

等
学

校
講

堂
東

京
都

練
馬

区
昭

和
3年

1928
RC造

住
藤

功
一

清
水

組
29

有
関

西
学

院
大

学
関

西
学

院
関

西
学

院
中

央
講

堂
兵

庫
県

西
宮

市
昭

和
4年

1929
RC造

ヴ
ォ

ー
リ

ズ
建

築
事

務
所

竹
中

工
務

店
30

有
信

州
大

学
上

田
蚕

糸
専

門
学

校
繊

維
学

部
講

堂
長

野
県

上
田

市
昭

和
4年

1929
木

造
文

部
省

枡
屋

組
国

登
録

文
化

財
31

有
京

都
工

芸
繊

維
大

学
京

都
高

等
工

芸
？

学
校

本
館

及
び

講
堂

京
都

府
京

都
市

左
京

区
昭

和
5年

1930
RC造

国
登

録
文

化
財

32
有

東
京

女
子

医
科

大
学

東
京

女
子

医
学

専
門

学
校

臨
床

講
堂

東
京

都
新

宿
区

昭
和

5年
1930

RC造
増

田
建

築
事

務
所

昭
和

土
木

33
無

一
橋

大
学

東
京

商
科

大
学

（
一

橋
講

堂
）

東
京

都
千

代
田

区
昭

和
7年

1932
RC造

文
部

省
清

水
組

34
有

お
茶

の
水

女
子

大
学

東
京

女
子

高
等

師
範

学
校

講
堂

東
京

都
文

京
区

昭
和

7年
1932

RC造
国

登
録

文
化

財
35

有
神

戸
女

学
院

大
学

神
戸

女
学

院
講

堂
・

総
務

館
・

チ
ャ

ペ
ル

兵
庫

県
西

宮
市

昭
和

8年
1933

RC造
重

要
文

化
財

36
有

神
戸

大
学

神
戸

商
業

学
校

講
堂

兵
庫

県
神

戸
市

灘
区

昭
和

8年
1933

RC造
文

部
省

大
林

組
国

登
録

文
化

財
37

有
共

立
女

子
大

学
共

立
女

子
専

門
学

校
共

立
講

堂
東

京
都

千
代

田
区

昭
和

9年
1934

SRC造
前

田
健

二
郎

戸
田

組
38

有
東

京
農

工
大

学
東

京
高

等
農

林
学

校
講

堂
東

京
都

府
中

市
昭

和
9年

1934
SRC造

東
京

大
学

営
繕

課
戸

田
組

39
有

西
南

女
学

院
西

南
女

学
院

ロ
ウ

講
堂

福
岡

県
北

九
州

市
小

倉
北

区
昭

和
10年

1935
RC造

ウ
ォ

ー
リ

ズ
40

無
中

央
大

学
中

央
大

学
（

講
堂

）
東

京
都

千
代

田
区

昭
和

10年
1935

SRC造
阿

部
美

樹
志

大
倉

土
木

41
無

国
学

院
大

学
國

學
院

大
學

（
大

講
堂

）
東

京
都

渋
谷

区
昭

和
10年

1935
RC造

曾
禰

・
中

條
建

築
事

務
所

安
藤

組

Ⅴ

42
有

関
西

医
科

大
学

大
阪

女
子

高
等

医
学

専
門

学
校

大
講

堂
大

阪
府

枚
方

市
昭

和
12年

1937
RC造

43
無

駒
澤

大
学

駒
沢

大
学

（
本

館
講

堂
）

東
京

都
世

田
谷

区
昭

和
12年

1937
RC造

佐
藤

功
一

建
築

事
務

所
44

有
京

都
大

学
京

都
帝

国
大

学
西

部
講

堂
京

都
府

京
都

市
左

京
区

昭
和

12年
1937

木
造

京
大

営
繕

課

45
有

東
京

女
子

大
学

東
京

女
子

大
学（

専
）

講
堂

・
礼

拝
堂

東
京

都
杉

並
区

昭
和

13年
1938

RC造
杉

山
雅

則（
レ

ー
モ

ン
ド

建
築

事
務

所
）

清
水

組
国

登
録

文
化

財
D

O
CO

M
O

M
O

 Japan

46
有

東
京

大
学

第
一

高
等

学
校

教
養

学
部

講
堂

東
京

都
目

黒
区

昭
和

13年
1938

RC造
内

田
祥

三
、清

水
幸

重
多

田
工

務
店

47
有

青
山

学
院

大
学

青
山

学
院

専
門

部
P.S.講

堂
東

京
都

渋
谷

区
昭

和
15年

1940
RC造

W
.M

.ヴ
ォ

ー
リ

ズ

Ⅵ

48
有

東
京

工
業

大
学

東
京

工
業

大
学

創
立

70年
記

念
講

堂
東

京
都

目
黒

区
昭

和
33年

1958
RC造

谷
口

吉
郎

清
水

建
設

D
O

CO
M

O
M

O
 Japan

49
有

九
州

工
業

大
学

九
州

工
業

大
学

講
堂

お
よ

び
事

務
棟

福
岡

県
北

九
州

市
戸

畑
区

昭
和

35年
1960

RC造
清

家
清

大
成

建
設

D
O

CO
M

O
M

O
 Japan

50
有

名
古

屋
大

学
名

古
屋

大
学

豊
田

講
堂

愛
知

県
名

古
屋

市
千

種
区

昭
和

35年
1960

RC造
槇

文
彦

竹
中

工
務

店
国

登
録

文
化

財
D

O
CO

M
O

M
O

 Japan
51

有
千

葉
大

学
千

葉
大

学
医

学
部

記
念

講
堂

千
葉

県
千

葉
市

中
央

区
昭

和
38年

1963
RC造

槇
文

彦
＋

竹
中

工
務

店
設

計
部

竹
中

工
務

店
52

有
日

本
歯

科
大

学
日

本
歯

科
大

学
新

潟
歯

学
部

4号
 5号

 講
堂

新
潟

県
新

潟
市

中
央

区
昭

和
48年

1973
RC造

岡
田

新
一

設
計

事
務

所
鹿

島
建

設
53

有
皇

學
館

大
學

皇
學

館
大

学
百

周
年

記
念

講
堂

三
重

県
伊

勢
市

昭
和

56年
1981

RC造
鹿

島
建

設
鹿

島
建

設
54

有
奈

良
教

育
大

学
奈

良
教

育
大

学
講

堂
奈

良
県

奈
良

市
昭

和
62年

1987
RC造

川
添

清
・

環
境

建
築

研
究

所
日

本
建

築
学

会
歴

史
的

建
築

総
目

録
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
　

https://glohb.aij.or.jp/　
よ

り
作

成

表
１
　
歴
史
的
建
築
と
し
て
把
握
さ
れ
た
我
が
国
の
大
学
の
講
堂

滋
賀
大
学
経
済
学
部
附
属
史
料
館
研
究
紀
要
　
第
五
十
四
号

二



以
上
の
三
つ
の
時
代
が
主
に
注
目
す
べ
き
時
代
と
な
り
ま
す
。

　

今
に
残
る
、
第
Ⅲ
期
ま
で
の
講
堂
の
代
表
例
と
し
て
は
ま
ず
、
日
本
女
子
大
学
の

成
瀬
記
念
講
堂
、
そ
し
て
奈
良
女
子
大
学
記
念
館
、
以
上
東
西
の
女
子
大
学
の
記
念

講
堂
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
講
堂
が
大
切
に
残
さ
れ
て
き
た
背
景
に
は
、
女

子
大
学
は
過
去
の
大
学
再
編
の
な
か
で
も
、
独
立
性
を
保
ち
な
が
ら
、
比
較
的
安
定

的
に
継
続
し
て
き
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
日
本
女
子
大
学
成
瀬
記
念
講
堂
は
、

ハ
ン
マ
ー
ビ
ー
ム
と
呼
ば
れ
る
木
造
の
屋

根
架
構
の
形
式
、
奈
良
女
子
大
学
記
念
館

は
、
ハ
ー
フ
テ
ィ
ン
バ
ー
と
呼
ば
れ
る
白

壁
に
木
の
筋
交
い
の
入
っ
た
形
式
が
特
徴

で
、
と
も
に
西
洋
中
世
の
、
教
会
堂
や
民

家
に
範
を
と
っ
た
建
築
様
式
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
に
は
、
北
海
道
大
学
の
前
身

で
あ
る
旧
東
北
帝
国
大
学
農
科
大
学
の
古

河
講
堂
、
群
馬
大
学
の
前
身
で
あ
る
旧
桐

生
高
等
工
業
学
校
の
本
館
及
び
講
堂
、
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
二
校
は
、
と
も
に
地

方
部
の
産
業
拠
点
に
設
立
さ
れ
た
農
工
系

の
専
門
学
部
あ
る
い
は
専
門
学
校
で
あ
り
、

当
時
の
高
等
教
育
政
策
を
反
映
し
た
建
物

で
あ
る
と
い
え
ま
す
。
従
っ
て
い
ず
れ
の

建
物
も
、
地
域
産
業
に
根
ざ
し
た
学
校
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、
大
切
に
さ
れ
て
き
た

も
の
と
い
え
ま
す
。

　　

今
に
残
る
大
学
の
講
堂
の
最
古
の
例
は
京
都
大
学
の
医
学
部
解
剖
学
教
室
講
堂
、

現
在
は
医
学
部
資
料
館
と
な
っ
て
い
る
建
物
で
す
。
学
問
の
進
歩
に
伴
い
、
つ
ね
に

更
新
が
行
わ
れ
て
き
た
旧
帝
国
大
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
の
只
中
に
、
こ
う
し
た
建
物
が

残
さ
れ
て
い
る
の
は
、
極
め
て
貴
重
な
例
だ
と
言
え
ま
す
。

　　

こ
の
よ
う
な
、
今
に
残
る
第
Ⅲ
期
ま
で
の
講
堂
の
特
徴
を
整
理
す
る
と
以
下
の
よ

う
に
な
り
ま
す
。

① �

建
設
時
の
学
校
種
別
は
、
帝
国
大
学
の
他
、
女
子
学
校
、
地
方
の
農
工
系
の
官

立
専
門
大
学
・
専
門
学
校
、
と
な
っ
て
い
ま
す
。

② �

建
物
の
構
造
種
別
は
全
て
木
造
で
す
。

③ 

設
計
と
施
工
は
、
私
立
の
例
を
除
き
、
大
半
が
文
部
省
直
轄
で
行
わ
れ
て
お
り
、

④ 

重
要
文
化
財
を
含
む
、
文
化
財
指
定
・
登
録
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

次
に
、
時
代
を
先
回
り
し
て
、
戦
後
に
建
て
ら
れ
た
講
堂
に
つ
い
て
、
見
て
行
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

戦
後
に
建
設
さ
れ
た
講
堂
は
、
こ
こ
に
挙
げ
ら
れ
た
も
の
以
外
に
も
、
数
多
く
存

在
し
て
い
ま
す
が
、
本
リ
ス
ト
に
は
、
築
後
五
十
年
余
り
を
経
て
、
す
で
に
歴
史
的

建
築
と
し
て
の
価
値
が
認
め
ら
れ
て
い
る
も
の
を
挙
げ
て
い
ま
す
。

　

代
表
的
な
例
と
し
て
は
、
東
京
工
業
大
学
の
七
十
周
年
記
念
講
堂
、
名
古
屋
大
学

豊
田
講
堂
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
東
京
工
業
大
学
七
十
周
年
記
念
講
堂
は
、
建
築
家
で

表２　高等教育史およびキャンパス形成史の年代区分
区分 年代 区分根拠
第Ⅰ期 〜1885（M18）森文政以前
第Ⅱ期 1886（M19）〜1902（M35）森文政〜専門学校令以前
第Ⅲ期 1903（M36）〜1917（T 6 ）専門学校令〜大学令以前
第Ⅳ期 1918（T 7 ）〜1936（S 11）大学令〜日華事変以前
第Ⅴ期 1937（ S 12）〜1945（S 20）日華事変〜終戦
第Ⅵ期 1945（ S 20）〜 戦後

木方十根、『近代日本における高等諸学校の立地と計画に関する研究』、
名古屋大学博士論文 ,2004

高
等
教
育
の
拡
充
と
都
市
の
再
編　

三



あ
り
同
校
の
教
授
で
あ
っ
た
清せ
い

家け

清き
よ
しに
よ
る
設
計
、
名
古
屋
大
学
豊
田
講
堂
は
、
当

時
の
新
進
気
鋭
の
建
築
家
で
、
後
に
東
京
大
学
教
授
と
し
て
国
際
的
に
活
躍
し
た
槇

文
彦
の
デ
ビ
ュ
ー
作
で
す
。

　

と
も
に
、
い
わ
ゆ
る
モ
ダ
ン
ム
ー
ヴ
メ
ン
ト
と
呼
ば
れ
る
近
代
建
築
運
動
の
な
か

で
時
代
を
画
し
た
建
築
で
あ
り
、
比
較
的
新
し
い
建
築
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
す

で
に
建
築
史
上
、
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
講
堂
で
す
。

　

戦
後
の
代
表
的
な
講
堂
の
特
徴
を
整
理
す
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

① �

建
設
時
の
学
校
種
別
は
全
て
新
制
大
学
で
す
が
、
創
立
記
念
や
、
新
制
大
学
の

中
心
的
建
物
と
し
て
の
シ
ン
ボ
ル
性
を
持
っ
て
い
る
の
が
特
徴
で
す
。

② �

そ
し
て
寄
付
建
物
や
記
念
建
物
と
し
て
、
国
立
大
学
で
あ
っ
て
も
通
常
の
文
教

施
設
整
備
事
業
と
は
別
の
枠
組
み
で
建
設
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
有
名
建
築

家
が
設
計
に
関
与
し
、
そ
の
結
果
、
高
い
歴
史
的
評
価
が
与
え
ら
れ
て
い
る
も

の
が
あ
り
ま
す
。

③ �

そ
の
結
果
、
比
較
的
新
し
い
建
築
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
登
録
文
化
財
と
し

て
の
登
録
も
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

④ �

構
造
種
別
は
、
す
べ
て
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
背

景
に
は
技
術
的
進
歩
と
と
も
に
、
戦
後
に
制
定
さ
れ
た
建
築
基
準
法
に
よ
っ
て
、

大
規
模
な
木
造
建
築
の
建
設
が
難
し
く
な
っ
た
こ
と
の
影
響
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

さ
て
い
よ
い
よ
、
滋
賀
大
学
講
堂
を
含
む
、
第
Ⅳ
期
の
講
堂
の
例
を
見
て
い
き
ま

し
ょ
う
。
今
に
残
る
歴
史
的
な
大
学
講
堂
と
し
て
は
、
こ
の
時
期
の
例
が
最
も
多
く

な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
背
景
に
は
、
大
正
中
期
、
原
敬
内
閣
の
も
と
で
進
め
ら
れ

た
高
等
教
育
拡
張
政
策
に
よ
り
、
単
科
大
学
、
あ
る
い
は
私
立
大
学
が
正
式
に
大
学

へ
と
昇
格
し
た
こ
と
や
、
専
門
学
校
に
つ
い
て
も
、
農
業
・
工
業
に
加
え
商
業
系
の

専
門
学
校
の
増
設
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
滋
賀
大
学
の
前
身
で
あ
る
旧
彦

根
高
等
商
業
学
校
も
、
こ
う
し
て
設
立
さ
れ
た
学
校
の
一
つ
で
す
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
第
Ⅳ
期
の
講
堂
が
建
つ
学
校
の
種
別
は
、
地
方
の
官
立
専
門

学
校
、
単
科
大
学
、
都
市
部
の
私
立
大
学
な
ど
、
種
類
に
加
え
、
地
域
分
布
や
設
立

主
体
の
面
で
も
多
様
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

建
物
の
構
造
種
別
の
点
で
は
、
特
に
こ
の
時
期
、
大
き
な
変
化
が
現
れ
ま
す
。

一
九
二
三
年
の
関
東
大
震
災
以
降
、
と
く
に
大
都
市
部
で
は
、
防
災
の
観
点
か
ら
、

こ
れ
ま
で
主
体
で
あ
っ
た
木
造
の
講
堂
の
建
設
が
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
く
な
り
、
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
へ
と
替
わ
っ
て
行
き
ま
す
。

　

な
お
、
滋
賀
大
学
講
堂
の
竣
工
は
、
一
九
二
四
年
と
関
東
大
震
災
直
後
で
す
が
、

木
造
で
実
現
し
て
い
ま
す
。
従
っ
て
、
歴
史
の
大
き
な
流
れ
の
な
か
で
み
る
と
、
滋

賀
大
学
講
堂
は
、
今
に
残
る
最
も
後
期
の
木
造
講
堂
の
例
と
し
て
位
置
付
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

も
う
一
つ
、
関
東
大
震
災
後
の
講
堂
建
築
の
大
き
な
変
化
を
指
摘
し
た
い
と
思
い

ま
す
。「
大
学
令
」
に
基
づ
き
、
念
願
の
大
学
昇
格
を
果
た
し
た
官
立
単
科
大
学
や
、

私
立
大
学
な
ど
は
、
学
外
か
ら
の
寄
付
を
受
入
れ
、
記
念
碑
的
な
建
築
と
し
て
立
派

な
コ
ン
ク
リ
ー
ト
建
築
を
建
設
し
た
の
で
す
。

　

東
京
大
学
安
田
講
堂
、
一
橋
大
学
兼
松
講
堂
、
神
戸
大
学
出
光
記
念
講
堂
な
ど
は
、

建
物
名
に
貢
献
者
の
名
前
を
冠
す
る
記
念
建
築
で
す
。
早
稲
田
大
学
大
隈
講
堂
は
、

創
設
者
・
大
隈
重
信
の
逝
去
を
機
に
、
同
窓
生
な
ど
の
寄
付
を
募
り
建
設
し
た
記
念

建
築
で
す
。

　

ま
た
東
京
に
あ
る
三
つ
の
講
堂
は
、
い
ず
れ
も
関
東
大
震
災
か
ら
の
復
旧
を
象
徴

滋
賀
大
学
経
済
学
部
附
属
史
料
館
研
究
紀
要
　
第
五
十
四
号
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し
た
建
物
で
も
あ
り
ま
す
。

　

東
大
安
田
講
堂
、
早
稲
田
大
学
大
隈
講
堂
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
建
築
学
科
の
教
授
で

あ
っ
た
内
田
祥よ
し

三か
ず

、
佐
藤
功
一
に
よ
っ
て
設
計
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
橋
大
学
兼
松
講

堂
は
、
東
京
帝
国
大
学
の
伊
東
忠
太
の
設
計
で
す
。

　

デ
ザ
イ
ン
の
点
を
見
る
と
、
東
京
大
学
安
田
講
堂
、
早
稲
田
大
学
大
隈
講
堂
は
、

い
ず
れ
も
高
い
塔
を
持
ち
、
垂
直
性
の
強
い
ゴ
シ
ッ
ク
・
リ
ヴ
ァ
イ
ヴ
ァ
ル
の
系
統

の
デ
ザ
イ
ン
で
す
。
こ
れ
に
対
し
、
と
も
に
商
業
系
の
単
科
大
学
と
し
て
昇
格
し

た
、
一
橋
大
学
の
兼
松
講
堂
、
神
戸
大
学
の
出
光
記
念
講
堂
は
、
い
ず
れ
も
、
よ
り

古
い
時
代
の
様
式
を
復
興
し
た
ロ
マ
ネ
ス
ク
・
リ
ヴ
ァ
イ
ヴ
ァ
ル
の
系
統
の
デ
ザ
イ

ン
の
、
よ
り
重
厚
な
印
象
の
建
物
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
、
兼
松
講
堂
、
出
光
記
念
講
堂
に
つ
い
て
指
摘
し
て
お
く
べ
き
こ
と
は
、

い
ず
れ
も
、
昇
格
を
機
に
新
た
に
整
備
さ
れ
た
、
郊
外
の
新
キ
ャ
ン
パ
ス
に
建
設
さ

れ
た
、と
い
う
こ
と
で
す
。東
京
大
学
や
早
稲
田
大
学
が
今
と
な
っ
て
は
都
心
の
真
っ

只
中
に
存
在
す
る
の
に
対
し
、
新
設
の
商
科
大
学
は
い
ず
れ
も
郊
外
の
、
現
在
で
は

高
級
住
宅
地
と
な
っ
て
い
る
地
域
に
存
在
し
て
い
ま
す
。
第
Ⅳ
期
の
新
設
講
堂
の
多

く
は
、
こ
の
よ
う
に
郊
外
の
新
キ
ャ
ン
パ
ス
に
建
設
さ
れ
た
、
と
い
う
の
も
、
知
っ

て
お
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

以
上
、
第
Ⅳ
期
の
講
堂
の
特
徴
を
お
さ
ら
い
す
る
と
、

① �

建
設
時
の
学
校
種
別
は
、
商
業
系
を
含
む
地
方
官
立
専
門
学
校
の
ほ
か
、
単
科

大
学
、私
立
大
学
な
ど
、当
時
の
高
等
教
育
拡
張
政
策
を
反
映
し
て
多
様
で
あ
る
、

と
い
う
こ
と
。

② �

建
物
の
構
造
種
別
が
、
関
東
大
震
災
を
期
に
、
木
造
中
心
か
ら
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
中
心
へ
と
変
わ
る
こ
と
。

③ �

大
学
昇
格
な
ど
を
期
に
、
寄
付
に
よ
っ
て
記
念
講
堂
が
建
て
ら
れ
、
そ
の
多
く

が
有
名
建
築
家
・
有
名
教
授
に
よ
っ
て
設
計
さ
れ
、
高
い
歴
史
的
評
価
を
得
て

い
る
こ
と
。

④ �

そ
し
て
最
後
に
、
郊
外
の
新
設
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
建
設
が
多
く
な
っ
た
こ
と
、

以
上
と
な
り
ま
す
。

＊　

＊　

＊

　

そ
れ
で
は
以
上
の
整
理
を
ふ
ま
え
て
、
滋
賀
大
学
講
堂
の
歴
史
的
価
値
と
魅
力
に

つ
い
て
、
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
つ
い
て
は
建
物
そ
の
も
の
の
価
値
と
魅
力
を
考
え
る
前
に
、
ま
ず
第
一
に

「
立
地
」、
す
な
わ
ち
彦
根
城
の
内
濠
の
ほ
と
り
に
建
つ
、
と
い
う
恵
ま
れ
た
周
辺
環

境
に
つ
い
て
、
指
摘
せ
ざ
る
を
得
な
い
で
し
ょ
う
。
先
に
述
べ
た
と
お
り
、
滋
賀
大

学
講
堂
が
建
っ
た
第
Ⅳ
期
、
す
な
わ
ち
大
正
期
に
は
、
大
都
市
の
中
心
部
は
す
で
に

過
密
に
な
り
つ
つ
あ
り
、
震
災
の
影
響
も
あ
っ
て
多
く
の
大
学
が
郊
外
に
移
転
を
始

め
る
時
期
で
し
た
。
そ
う
し
た
な
か
、
彦
根
の
城
下
町
に
設
立
さ
れ
た
彦
根
高
等
商

業
学
校
は
、
彦
根
城
の
お
膝
元
の
一
等
地
に
キ
ャ
ン
パ
ス
を
構
え
る
こ
と
に
な
っ
た

の
で
す
が
、
こ
の
こ
と
は
将
来
に
わ
た
り
都
市
と
大
学
が
強
い
関
係
を
持
つ
こ
と
に

つ
な
が
る
重
要
な
こ
と
が
ら
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
国
宝
・
彦
根
城
を
間

近
に
す
る
場
所
に
、
近
代
の
洋
風
建
築
で
あ
る
滋
賀
大
学
講
堂
が
建
つ
様
子
は
、
我
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が
国
の
建
築
文
化
の
奥
深
さ
を
示
す
、
大
変
貴
重
な
景
観
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。

　

二
つ
目
の
歴
史
的
価
値
と
魅
力
は
、
最
も
後
期
の
木
造
講
堂
で
あ
る
、
と
い
う
こ

と
で
す
。

　

先
に
述
べ
た
と
お
り
、
関
東
大
震
災
以
降
、
主
に
耐
火
の
観
点
か
ら
、
大
規
模
建

築
が
木
造
か
ら
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
な
ど
に
置
き
換
え
ら
れ
て
い
き
ま
す
。
し
か

し
な
が
ら
、
元
来
日
本
の
建
築
文
化
は
木
造
を
主
と
し
て
き
た
わ
け
で
す
し
、
ま
た

昨
今
で
は
、
環
境
負
荷
低
減
の
観
点
か
ら
大
規
模
木
造
建
築
が
再
評
価
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。
地
球
環
境
の
持
続
可
能
性
に
対
し
て
、
建
築
が
与
え
る
影
響
を

考
え
る
う
え
で
も
、
木
造
の
講
堂
を
大
切
に
し
て
使
い
続
け
る
こ
と
に
は
、
大
き
な

社
会
的
意
義
が
あ
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
最
後
に
、
清
楚
な
古
典
系
の
デ
ザ
イ
ン
、
と
い
う
こ
と
を
挙
げ
た
い
と
思

い
ま
す
。
滋
賀
大
学
講
堂
の
正
面
の
よ
う
な
、
切
り
妻
屋
根
の
妻
面
を
正
面
に
向
け

た
構
成
を
、
一
般
に
「
神
殿
正
面
」（
テ
ン
プ
ル
・
フ
ロ
ン
ト
）
と
呼
び
ま
す
。
こ

れ
は
ギ
リ
シ
ャ
神
殿
の
形
式
に
由
来
し
ま
す
が
、
滋
賀
大
学
講
堂
は
、
こ
の
神
殿
正

面
を
純
粋
、
か
つ
簡
素
な
形
で
表
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
玄
関
脇
に
は
、
フ
ル
ー
テ
ィ
ン
グ
と
呼
ば
れ
る
ミ
ゾ
を
付
け
た
円
柱
が

仕
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、写
真
の
「
ア
テ
ネ
人
の
宝
庫
」の
よ
う
な
ギ
リ
シ
ャ

建
築
、
し
か
も
そ
の
最
も
簡
素
な
例
を
範
に
と
っ
た
「
グ
リ
ー
ク
・
リ
ヴ
ァ
イ
ヴ
ァ

ル
」
す
な
わ
ち
ギ
リ
シ
ャ
復
興
様
式
の
流
れ
に
属
す
る
古
典
系
の
デ
ザ
イ
ン
で
す
。

　

玄
関
脇
の
柱
は
、
階
段
上
部
か
ら
直
接
立
ち
上
が
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
先
ほ
ど

の
「
ア
テ
ネ
人
の
宝
庫
」
の
ほ
か
、
パ
ル
テ
ノ
ン
神
殿
な
ど
に
み
ら
れ
る
「
ド
ー
リ

ア
式
」
の
柱
の
特
徴
で
す
。
や
や
太
め
の
印
象
、
そ
の
直
径
と
高
さ
の
比
率
か
ら
み

て
も
、
玄
関
脇
の
柱
は
簡
素
化
さ
れ
た
ド
ー
リ
ア
式
で
あ
る
と
見
な
し
て
間
違
い
な

い
と
思
い
ま
す
。
た
だ
し
柱
の
頭
部
の
装
飾
は
省
略
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
「
ド
ー

リ
ア
式
」
の
柱
に
み
ら
れ
る
下
部
に
対
し
て
上
部
が
す
ぼ
ま
る
形
も
省
略
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
も
そ
も
「
ド
ー
リ
ア
式
オ
ー
ダ
ー
」
と
し
て
柱
と
不
可
分
な
「
エ
ン
タ
ブ

ラ
チ
ュ
ア
」
す
な
わ
ち
梁
の
表
現
も
大
幅
に
簡
素
化
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
点

は
、
す
で
に
こ
の
建
物
の
デ
ザ
イ
ン
が
、
抽
象
化
に
向
か
う
モ
ダ
ン
・
デ
ザ
イ
ン
の

影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
点
は
、
滋
賀
大
学
講
堂
の
デ
ザ
イ
ン
を
考
え
る
う
え
で
、
大
変
重
要
な
点
で

す
。
グ
リ
ー
ク
・
リ
ヴ
ァ
イ
ヴ
ァ
ル
の
採
用
も
、木
造
を
前
提
と
し
つ
つ
、簡
素
化
・

抽
象
化
に
叶
う
も
の
、
と
い
う
考
え
に
基
づ
き
、
採
用
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
同
じ
木
造
で
も
、
そ
れ
以
前
の
時
代
の
女
子
大
学
の
例
で
見
ら
れ
た
よ
う
な
、

装
飾
的
な
中
世
の
様
式
と
は
、
方
向
性
が
異
な
る
わ
け
で
す
。

滋賀大学講堂（滋賀大学経済学部附属史料館提供）

「アテネ人の宝庫」
（デルフォイ、ギリシャ ⓒSmoddy CC BY-SA 3.0）
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滋
賀
大
学
講
堂
の
デ
ザ
イ
ン
を
、
同
時
代
の
一
橋
大
学
の
兼
松
講
堂
と
比
較
し
て

み
ま
し
ょ
う
。
先
述
の
と
お
り
、
こ
ち
ら
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の
「
ロ
マ
ネ
ス

ク
・
リ
ヴ
ァ
イ
ヴ
ァ
ル
」、
さ
き
ほ
ど
の
古
典
系
の
デ
ザ
イ
ン
に
対
し
、
中
世
の
建

築
に
範
を
と
っ
た
デ
ザ
イ
ン
で
す
。

　

ど
っ
し
り
と
し
た
厚
い
壁
や
重
厚
な
ア
ー
チ
が
特
徴
の
ロ
マ
ネ
ス
ク
・
リ
ヴ
ァ
イ

ヴ
ァ
ル
は
、
ス
ペ
イ
ン
人
宣
教
師
達
が
築
い
た
ミ
ッ
シ
ョ
ン
、
す
な
わ
ち
伝
導
所
や

修
道
院
の
建
築
遺
産
が
残
り
、
か
つ
日
本
と
同
じ
く
地
震
が
あ
っ
た
た
め
、
壁
勝
ち

な
コ
ン
ク
リ
ー
ト
耐
震
構
造
が
導
入
さ
れ
始
め
て
い
た
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
大
学

キ
ャ
ン
パ
ス
で
、
特
に
流
行
し
た
デ
ザ
イ
ン
で
し
た
。

　

一
方
、
グ
リ
ー
ク
・
リ
ヴ
ァ
イ
ヴ
ァ
ル
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
、

も
う
少
し
古
い
時
代
に
広
ま
っ
た
デ
ザ
イ
ン
で
す
が
、
特
に
ア
メ
リ
カ
で
は
、
木
造

の
建
築
と
し
て
、
特
に
住
宅
や
学
校
の
建
物
に
、
幅
広
く
取
り
入
れ
ら
れ
た
デ
ザ
イ

ン
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
シ
ン
プ
ル
な
切
り
妻
屋
根
の
形
式
を
取
っ
て
い
る
点
で
は
、
滋
賀

大
学
講
堂
と
兼
松
講
堂
は
同
じ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
グ
リ
ー
ク
・
リ
ヴ
ァ
イ
ヴ
ァ
ル

と
ロ
マ
ネ
ス
ク
・
リ
ヴ
ァ
イ
ヴ
ァ
ル
と
い
う
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
全
く
出
自
の
異
な

る
デ
ザ
イ
ン
と
い
え
ま
す
。

　

デ
ザ
イ
ン
の
本
質
的
な
違
い
を
理
解
す
る
た
め
に
、窓
に
注
目
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

ロ
マ
ネ
ス
ク
様
式
の
特
徴
の
一
つ
に
は
、「
強
弱
の
交
替
」、
す
な
わ
ち
天
井
を
支
え

る
大
き
な
ア
ー
チ
や
柱
、
窓
を
穿
つ
小
さ
な
ア
ー
チ
や
柱
、
こ
う
し
た
要
素
が
強
弱

の
リ
ズ
ム
を
と
り
な
が
ら
連
続
す
る
、
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
古
拙

と
も
い
う
べ
き
愛
く
る
し
さ
、
親
し
み
や
す
さ
が
、
ロ
マ
ネ
ス
ク
様
式
の
魅
力
で
す
。

　

兼
松
講
堂
は
、
こ
う
し
た
ロ
マ
ネ
ス
ク
の
様
式
の
特
徴
を
、
や
や
簡
略
化
し
て
い

ま
す
が
、
正
確
に
な
ぞ
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

こ
れ
に
対
し
滋
賀
大
学
講
堂
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
側
面
を
み
て
み
る
と
、

一
階
・
二
階
と
も
に
二
つ
で
一
組
と
な
っ
た
縦
長
の
窓
を
、
上
下
階
に
連
続
す
る
窓

枠
で
大
き
く
囲
い
、開
口
部
を
ひ
と
ま
と
ま
り
の
パ
ネ
ル
の
よ
う
に
見
せ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
そ
の
パ
ネ
ル
は
、
規
則
正
し
く
均
等
に
配
列
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
っ

て
「
虚
」
で
あ
る
開
口
部
と
「
実
」
で
あ
る
建
築
の
骨
格
部
分
が
、
乱
れ
る
こ
と
な

く
均
等
に
並
ん
で
い
る
か
の
よ
う
な
側
面
の
構
成
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
配

列
に
お
け
る
純
粋
な
美
を
指
向
す
る
デ
ザ
イ
ン
こ
そ
、
グ
リ
ー
ク
・
リ
ヴ
ァ
イ
ヴ
ァ

ル
の
特
徴
、
ギ
リ
シ
ャ
神
殿
に
み
る
、
配
列
の
原
理（
２
）に
な
ら
っ
た
も
の
で
あ
る
と
い

え
ま
す
。

　

一
方
で
、
ア
ー
チ
型
の
屋
根
窓
や
、
棟
の
中
央
部
に
付
加
さ
れ
た
塔
の
部
分
に
は
、

純
粋
な
グ
リ
ー
ク
・
リ
ヴ
ァ
イ
ヴ
ァ
ル
と
い
う
よ
り
は
、
ル
ネ
サ
ン
ス
様
式
を
範
と

し
た
デ
ザ
イ
ン
の
要
素
が
み
ら
れ
ま
す
。
い
ず
れ
に
し
て
も
す
べ
て
の
装
飾
的
な
要

素
は
古
典
系
の
デ
ザ
イ
ン
が
主
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

内
部
空
間
を
み
て
み
ま
し
ょ
う
。
プ
ロ
セ
ニ
ア
ム
・
ア
ー
チ
と
呼
ば
れ
る
、
講
堂

の
空
間
か
ら
舞
台
を
区
切
る
部
分
に
も
、
ギ
リ
シ
ャ
建
築
の
要
素
で
は
な
い
「
ア
ー

チ
」
が
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
兼
松
講
堂
の
プ
ロ
セ
ニ
ア
ム
・
ア
ー

チ
と
比
較
し
て
み
る
と
、
滋
賀
大
学
講
堂
の
プ
ロ
セ
ニ
ア
ム
・
ア
ー
チ
は
極
め
て
シ

ン
プ
ル
で
す
。
兼
松
講
堂
の
ア
ー
チ
で
は
、
ロ
マ
ネ
ス
ク
建
築
の
装
飾
要
素
で
あ
る

稲
妻
型
の
模
様
や
組
紐
文
様
が
連
続
し
て
い
ま
す
。
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舞
台
か
ら
講
堂
全
体
を
見
返
し
て
み
る
と
、
滋
賀
大
学
講
堂
の
デ
ザ
イ
ン
の
特
徴

が
さ
ら
に
良
く
分
か
り
ま
す
。
ご
覧
の
と
お
り
、
客
席
空
間
の
床
か
ら
二
階
の
バ
ル

コ
ニ
ー
を
貫
通
し
て
天
井
を
支
え
る
柱
が
、
林
立
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
が
す
べ
て

独
立
柱
と
し
て
、
シ
ン
プ
ル
に
見
え
る
よ
う
に
工
夫
さ
れ
て
い
る
の
も
、
ま
さ
に
グ

リ
ー
ク
・
リ
ヴ
ァ
イ
ヴ
ァ
ル
的
な
表
現
で
す
。

　

現
在
は
改
修
に
よ
っ
て
少
し
雰
囲
気
が
変
わ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
竣
工
当
初

の
彫
り
が
深
く
規
則
正
し
く
構
成
さ
れ
た
格
天
井
も
、
グ
リ
ー
ク
・
リ
ヴ
ァ
イ
ヴ
ァ

ル
の
端
正
で
清
楚
な
雰
囲
気
を
醸
し
出
す
の
に
貢
献
し
て
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

な
お
現
在
の
講
堂
の
舞
台
に
は
、
先
ほ
ど
の
開
校
式
の
写
真
に
は
な
か
っ
た
後
部

ス
ク
リ
ー
ン
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
自
体
も
古
典
系
の
デ
ザ
イ
ン
の
立
派
な

も
の
で
す
が
、
イ
オ
ニ
ア
式
の
柱
を
二
本
で
一
組
と
す
る
形
式
は
、
盛
期
ル
ネ
サ
ン

ス
か
ら
バ
ロ
ッ
ク
の
様
式
に
多
く
み
ら
れ
る
も
の
で
、
同
じ
古
典
系
で
は
あ
る
も
の

の
、
建
物
全
体
の
グ
リ
ー
ク
・
リ
ヴ
ァ
イ
ヴ
ァ
ル
の
デ
ザ
イ
ン
と
は
、
や
や
傾
向
が

異
な
る
も
の
で
す
。

　

同
じ
よ
う
に
、正
統
的
な
グ
リ
ー
ク
・
リ
ヴ
ァ
イ
ヴ
ァ
ル
と
は
言
え
な
い
も
の
の
、

こ
の
建
物
の
魅
力
を
高
め
て
い
る
要
素
が
、
階
段
の
手
す
り
の
支
柱
に
み
ら
れ
る
よ

う
な
、
古
典
の
装
飾
要
素
を
抽
象
化
し
た
デ
ザ
イ
ン
で
す
。

　

入
口
の
部
分
の
解
説
で
も
述
べ
ま
し
た
が
、
こ
う
し
た
点
に
は
、
モ
ダ
ン
・
デ
ザ

イ
ン
の
萌
芽
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
一
九
二
四
年
と
い
う
竣
工
年
代
を
考
え
る

と
、
最
先
端
の
デ
ザ
イ
ン
要
素
を
取
り
入
れ
た
も
の
と
評
価
で
き
そ
う
で
す
。
清
楚

な
グ
リ
ー
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
の
採
用
と
と
も
に
、
こ
う
し
た
細
部
に
お
い
て
、
文
部

省
の
営
繕
組
織
の
な
か
に
芽
生
え
て
い
た
新
た
な
感
性
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
す
。

　

＊　

＊　

＊

　

つ
ま
り
、
滋
賀
大
学
講
堂
は
、
シ
ン
プ
ル
で
す
が
見
所
が
多
い
建
物
で
す
。
近
世

の
日
本
建
築
を
代
表
す
る
彦
根
城
と
と
も
に
、
滋
賀
大
学
講
堂
で
近
代
建
築
の
面
白

さ
を
味
わ
っ
て
頂
け
れ
ば
、
と
て
も
豊
か
な
建
築
探
訪
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
皆
さ

ん
ぜ
ひ
、
滋
賀
大
学
講
堂
に
も
足
を
伸
ば
し
て
く
だ
さ
い
。

注（
１
）
木
方
十
根
、『
近
代
日
本
に
お
け
る
高
等
諸
学
校
の
立
地
と
計
画
に
関
す
る
研
究
』、
名

古
屋
大
学
大
学
院
環
境
学
研
究
科
・
博
士
学
位
請
求
論
文
、
二
〇
〇
四
年
九
月
、
お
よ

び
木
方
十
根
、『〔
大
学
町
〕
出
現 

─
近
代
都
市
計
画
の
錬
金
術
─
』、
河
出
書
房
新
社
、

二
〇
一
○
年

（
２
）
ア
レ
グ
ザ
ン
ダ
ー
・
ツ
ォ
ニ
ス
、
リ
ア
ー
ヌ
・
ル
フ
ェ
ー
ヴ
ル
、『
古
典
主
義
建
築
─
オ
ー

ダ
ー
の
詩
学
』、
鹿
島
出
版
会
、
一
九
九
七
年

【
付
記
】�

こ
の
講
演
録
は
、令
和
２
年
企
画
展
「
地
域
と
と
も
に
歩
む
彦
根
高
等
商
業
学
校
」

の
関
連
講
演
と
し
て
H
P
で
公
開
し
た
、
鹿
児
島
大
学
大
学
院
理
工
学
研
究
科

工
学
専
攻
教
授
木
方
十
根
氏
に
よ
る
ビ
デ
オ
講
演
を
記
録
し
た
も
の
で
あ
る
。

滋
賀
大
学
経
済
学
部
附
属
史
料
館
研
究
紀
要
　
第
五
十
四
号

八


